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「だれもが」「安心
あんしん

して」「豊
ゆた

かに」生活
せいかつ

できる学校
がっこう

づくり 
 

 校
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 長
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今月号
こんげつごう

のタイトル「だれもが」「安心して」「豊かに」生活できる学校づくりは、すべての横浜市
よこはまし

立
りつ

学

校が学校経営
けいえい

の基盤
きばん

として位置付
い ち づ

けています。西前小学校は、西
にし

中
ちゅう

学校とともに西区
にしく

人権
じんけん

教育
きょういく

推進校
すいしんこう

と

して昨年度
さくねんど

から取
と

り組
く

んでいます。 

取り組んでいる内容
ないよう

は、人権尊重
そんちょう

の精神
せいしん

を基盤とする授業
じゅぎょう

づくり、自尊
じそん

感情
かんじょう

を育
はぐく

む取組
とりくみ

、子
こ

ども

の学
まな

びを深
ふか

める人権学習
がくしゅう

、教 職 員
きょうしょくいん

の人権意識
いしき

を高
たか

める校内
こうない

研修
けんしゅう

等
など

です。これらの取組は、主に人権

教育担当者
たんとうしゃ

や児童
じどう

支援
しえん

専任
せんにん

が核
かく

となり、学校全体
ぜんたい

で年間
ねんかん

を通
とお

して根気
こんき

強
づよ

く行
おこな

われています。最近
さいきん

では、

土曜
どよう

スクールでサイバー教室
きょうしつ

（親子
おやこ

安全
あんぜん

教室）が３～６年生
ねんせい

を対象
たいしょう

に実施
じっし

されました。この教室は、携帯
けいたい

電話
でんわ

・インターネットの安全な使
つか

い方
かた

やこれにまつわる防犯
ぼうはん

教育が目的
もくてき

ですが、人権教育とも強いつなが

りがあります。親子で参加
さんか

することでより大
おお

きな教育効果
こうか

が期待
きたい

できると考
かんが

え、保護者
ほ ご し ゃ

の参加
さんか

をお願
ねが

いし

ました。大変
たいへん

多
おお

くの保護者の皆様
みなさま

に参加していただき心強
こころづよ

く思
おも

いました。ありがとうございました。 

12月
がつ

4日
か

から 10日
か

は、人権週間
しゅうかん

です。西前小学校では人権週間の前後
ぜんご

も含
ふく

め様々
さまざま

な取組が計画
けいかく

されて

います。学年
がくねん

別
べつ

では、1・３・５年生が「人権キャラバン＜命
いのち

の尊
とうと

さ、思いやりの心
こころ

＞」を横浜人権擁

護委員会に協 力
きょうりょく

していただき、学年の発達
はったつ

段階
だんかい

に応
おう

じた内容
ないよう

で実施
じっし

します。2年生は「手話
しゅわ

に親
した

しもう

＜手話体験
たいけん

＞」を講師
こうし

を招
まね

いて学級
がっきゅう

ごとに実施します。4年生の「障
しょう

がいがある方について理解
りかい

を深
ふか

め

よう」と6年生の「パラスポーツを体験しよう」では、横浜市体育
たいいく

協会
きょうかい

公認
こうにん

指導員
しどういん

招いてゴールボール体

験を通して理解
りかい

を深
ふか

めます。このように、年間
ねんかん

を通し機会
きかい

をとらえて人権尊重の精神を育む努力
どりょく

を続
つづ

けて

いますが、それでもいじめなど人権を脅
おびや

かす問題
もんだい

の発生
はっせい

がなくなるとは言
い

い切
き

れません。大切
たいせつ

なのは、

予防
よぼう

活動
かつどう

の継続
けいぞく

と問題発生をできる限
かぎ

り早
はや

く察知
さっち

して解決
かいけつ

に導
みちび

くことです。 

今
いま

、私
わたし

が心配
しんぱい

していることの一
ひと

つに、コロナ渦
か

で発生している様々な人権問題が挙
あ

げられます。新型
しんがた

コロナウイルス感染
かんせん

拡大
かくだい

に伴
ともな

い、学校にかかわりのある人が感染した場合
ばあい

にその人
ひと

の人権をいかに守
まも

る

か。このことについて初
はじ

めて自分事
じぶんごと

として考
かんが

えさせられたのが、小学生の子どもをもつ教
おし

え子からの相談
そうだん

でした。自分
じぶん

が職場
しょくば

でコロナに感染し、子どもと離
はな

れて療養
りょうよう

生活
せいかつ

をしなければならない。学校にどう伝
つた

えればよいか。濃厚
のうこう

接触者
せっしょくしゃ

として学校を休
やす

む子どものことが心配
しんぱい

。登校
とうこう

を再開
さいかい

してからいじめにあうの

ではないかなど心配が尽
つ

きない様子
ようす

でした。私も初めは言葉
ことば

に詰
つ

まりましたが、「関
かか

わって支援
しえん

してくださ

る方々
かたがた

を信用
しんよう

して何
なん

でも相談しなさい。保健所
ほけんじょ

は個人
こじん

情報
じょうほう

の保護を徹底
てってい

するし、学校はそれに加
くわ

えてい

じめ防止
ぼうし

を最重要
さいじゅうよう

視
し

するはずだよ。」と答
こた

えました。幸
さいわ

い教え子は関係
かんけい

者に感謝
かんしゃ

しながら療養生活を終
お

えることができました。ここにきて新型コロナウイルス感染が急拡大
きゅうかくだい

し、いつだれが感染してもおかしく

ない状 況
じょうきょう

の中
なか

、仮
かり

に感染したとしても安心
あんしん

して療養に打
う

ち込
こ

むことができる雰囲気
ふ ん い き

づくりというか

環境
かんきょう

づくりをすることが大切
たいせつ

だと思います。「だれもが」「安心して」「豊かに」生活できる学校と地域
ちいき

をつくっていくために、皆様
みなさま

のお力
ちから

を貸
か

していただきたいと思います。ワンチームで頑張
がんば

りましょう。 


